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1. 	 Opportunistic fungal infection に対する細胞性防 
御機構 
0三上 嚢，内海武彦，新井 正
(千大・庸研・抗生物質部) 
Opportunistic fungi，いわゆる通性病原性真菌によ
る感染症は，ますます増加の傾向にある。これらの菌に
属するものには Aspergillus，Candida，Rhyとopusなどが
あるが，演者らは真菌感染機作解明の第一段階として 
Candidaが食細胞(モルモット由来の多形核白血球 
(PMN) と，ウサギ由来の肺マクロファージ)によって
どのようにして食菌され，また殺菌されるかを電子顕微
鏡下で形態学的に観察をおこなった。また PMN中に
取りこまれた Candida は， 病原性の有無にもかかわら
ず，食菌後 60分で 50%以上殺菌されるが，肺マクロフ
ァ-~の場合には，全く殺菌されなかった。 PMN 中
より殺菌因子を抽出すると，その因子は granularfra-
ctionに存在し， KIと H202の存在下においてのみ殺
菌活性を示した。この分画には， ミエロパーオキシダー
ゼ活性があり Lehrerなどの指摘することと一致した。
この酵素は肺マクロファージ中にはほとんど存在してい
ない。 C. albicans を食菌した肺マクロファ-~が germ 
tubeの形成などにより破壊される像も観察された。 
2. 	 海棲細菌の溶菌現象について 
0畝本力，林 誠
(千大・腐研・微生物化学部)
現在食中毒のー原因菌として広く世界に認められてい
る腸炎ピブリオが所属する低等度好塩細菌類の生化学的
研究はあまり行なわれていない。われわれは海棲細菌， 
Vibrio alginolyticus を用いて、溶菌現象について検討し，
次の結果を得た。 i) 一価の塩類による溶菌阻止効果は
K1はLi++，Naカチオン依存性で、濃度的にみると 
はi)Na+よりはるかに効果的である。+NH4+，Rb
Mg2+による溶菌阻止に対して共同的に作用するが，
K十は Na+，Mg2+に対して拍抗的に作用する。 ii) 
K+による溶菌阻止は細胞の浸透圧に関係し， Na+は
関係しない。このことから， Na+は細胞表層構造を特
異的に安定化し， K+は細胞浸透圧と平衡になることに
よって、溶菌を阻止するものと考えられた。 
3. 	 5ー ニトロフランのナフチリジン誘導体 NFNの皮
下注射による ICR系マウスにおける腫爆の発生
について 
0鈴木 弘(千大・腐研・抗生物質部)
加藤 博，井関秀夫(千大・庸研・食
品防膏剤研究部)相磯和喜(環境科学研
究機構)
抗菌性を有するニトロフラン誘導体 NFN*の経口投
与による ICRマウスの前胃，肺， リンパ組織に腫虜お
よび腫蕩様増殖が発生する事は， 1972年相磯らにより
報告されている。
今回著者らは NFNの皮下投与による ICRマウス
の腫、虜発生について検討した。
生後4週令の ICR-]GLマウスを用い， 0.1% CMC 
添加 PBSに懸濁した NFN.を l回 0.5mgずつ皮下注
射し，総量平均 23.5mg/mouseにおよんだ。対照動物
には 0.1%CMC添加 PBSを実験群と同量皮下注射し
た。注射は皮下腫療を触知しえた時期にて中止し，皮下
腫療の大きさおよびマウスの全身状態を観察しつつ随時
と殺剖検した。その結果， 25週以前に剖検した動物には
腫虜および腫蕩様増殖はみられず， 26週以後の剖検で
は全例(18/18)皮下に紡錘細胞肉腫が発生l，.，内 2例には
卵巣および肺に転移がみられた。そのほか高率 (15/18)
に前胃に乳頭様増殖，肺に腺癌を含む腺腫 (9/18)，牌腫 
(10/18)，白血病 (2/18)などの発生がみられた。 
* Potassium-l-methyl-l，4-dihydro-7-[2-(5-nitro-
2-furyl)-xinylJ-4ーoxo~l ， 8-naphthyridine-3-car-
boxylate 
